
Pick up

おごせ教育

　
さ
て
、
美
術
科
で
は
今
年
度
の

埼
玉
県
高
校
美
術
展
で
、
４
作
品

が
入
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
１

点
が
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

の
出
品
候
補
と
な
り
、
全
国
大
会

へ
の
出
品
は
１６
年
連
続
と
な
り
ま

し
た
。
県
内
唯
一
の
映
像
表
現
の

授
業
な
ど
を
活
用
し
、
個
々
の
力

を
最
大
限
引
き
出
し
て
い
ま
す
。

　越生町教育委員会生涯学習課にご協
力いただき、３年生が町めぐりをしまし
た。午前中は渋沢平九郎自決の地、黒山
三滝、龍穏寺、上谷の大クス、如意輪観
世音菩薩を見学し、午後は古池の神山
柚子園さんで、ゆずの丸かじりや収穫を
体験させていただきました。

越 生 小 学 校

　11月26日、雲一つない晴天、風も
ない絶好の日に、校内ロードレース大
会を行いました。生徒たちは練習の
成果を発揮し、各自の目標に向かって
最後まであきらめずに走り切りまし
た。沿道からもたくさんの声援をいた
だき、ありがとうございました。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等
に参加する子供たちを写真で紹
介するコーナーです。

越 生 中 学 校

　11月30日、５年生が間伐体験を行
いました。無名戦士の墓付近の山に
入り、埼玉森林サポータークラブの方
の指導を受けながら、間伐を行いまし
た。実際に木を切ったり、枝打ちをした
り、体験を通して、健全な森林をつくる
ことを学びました。

梅 園 小 学 校

ズームイン教育290

県立越生高校

令和３年度
           生徒の活躍

 

　
創
立
当
初
か
ら
地
域
の
方
々

に
は
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
今
年
度
創
立
５０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
時
代
の
要
請
に
応
え
た

定
時
制
課
程
の
併
設
や
美
術
コ
ー

ス
の
設
置
等
を
経
て
、
平
成
１１
年

に
普
通
科
・
美
術
科
の
あ
る
、
現

在
の
形
と
な
り
ま
し
た
。
小
高
い

丘
の
上
で
、
緑
豊
か
な
落
ち
着
い

た
環
境
に
恵
ま
れ
、
越
生
高
校
の

生
徒
は
学
校
生
活
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
今
年
は
２
年
ぶ
り
に
白
梅
祭

（
文
化
祭
）
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
例
年
２
日
間
の
と

こ
ろ
１
日
開
催
と
な
っ
た
今
回
、

午
前
中
は
全
員
で
体
育
館
ス
テ
ー

ジ
発
表
を
見
学
、
午
後
は
校
舎
で

展
示
発
表
を
お
互
い
に
見
て
回
り

ま
し
た
。
文
化
部
の
力
作
が
並
ぶ

作
品
展
示
を
は
じ
め
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
ク
ラ
ス
企
画
等
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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 寅年の越生

　
明
治
以
降
の
越
生
の
主
な
出
来

事
を
拾
っ
て
み
ま
し
た
。

　
明
治
11
戊
寅（
1
8
7
8
）

　
３
月
　
大
字
黒く
ろ
い
わ岩
に
越
生
学
校

と
成な
る
せ瀬
学
校
を
統
合
し
て
越
生
・

黒
岩
・
成
瀬
・
津つ

く

ね
久
根
・
鹿か
の
し
た下
・

古ふ
る
い
け池
の
六
村
を
通
学
区
と
す
る
六

通
学
校
が
開
校
。
　

　
明
治
23
庚
寅
（
１
８
９
０
）

　
11
月
　
川
越
治
安
裁
判
所
越
生

出
張
所
（
通
称
・
登
記
所
）
が
川

越
区
裁
判
所
越
生
出
張
所
と
改

称
。

　
明
治
35
壬
寅
（
１
９
０
２
）

　
３
月
　
大
字
越
生
字
セ
キ
ノ
ウ

エ
の
民
家
に

越
生
町
役
場

を
移
転
／
４

月
　
梅う
め
そ
の
む
ら

園
村

役
場
が
置
か

れ
た
建け
ん
ご
う
じ

康
寺

（
小こ
す
ぎ杉
）
が

焼
失
、
役
場

事
務
所
を
同
大
字
の
民
家
に
移

転
。

　
大
正
３
甲
寅
（
１
９
１
４
）

　
４
月
　
法ほ

う
お
ん
じ

恩
寺
の
「
絹
け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く

本
着
色

釈し
ゃ
か
さ
ん
ぞ
ん

迦
三
尊
及お
よ
び

阿あ
な
ん難
迦か
し
ょ
う
ぞ
う

葉
像
」
が
国

宝
（「
旧
国
宝
」）
に
指
定
（
昭
和

25
年
の
文
化
財
保
護
法
制
定
に
よ

り
国
指
定
重
要
文
化
財
に
改
称
）。

　
大
正
15
・
昭
和
元
丙
寅
（

１
９
２
６
）

　
７
月
　
川
越
警
察
署
越
生
分
署

が
越
生
警
察
署
に
昇
格
。
入
間
郡

越
生
町
・
梅
園
村
・
毛も

ろ呂
村
・
川か
わ

角か
ど

村
・
山や
ま
ね根
村
・
入に
っ
さ
い西
村
・
大お
お
や家

村
を
管
轄
／
12
月
　
大
字
津
久

根
地
内
に
新
設
道
路
（
通
称
・

新し
ん
み
ち道
）
竣
工
。

　
昭
和
13
戊
寅
（
１
９
３
８
）

　
４
月
　
満ま
ん
も
う
か
い
た
く

蒙
開
拓
青せ
い
し
ょ
う
ね
ん

少
年
義ぎ

勇ゆ
う

軍ぐ
ん

第
一
次
埼
玉
班
（
越
生
町
か

ら
４
名
・
梅
園
村
か
ら
１
名
）
が

満
洲
国
へ
渡
る
。
　

　
昭
和
25
庚
寅
（
１
９
５
０
）

　
５
月
　
大
字
黒
岩
に
越
生
中
学

校
新
校
舎
完
成
／
７
月
　
東
武
越

生
線
全
線
電
化
／
10
月
　
第
７
回

国
勢
調
査
・
越
生
町
の
人
口
６
，

４
７
９
人
（
男
３
，
１
６
９
、
女

３
，３
１
０
）。梅
園
村
の
人
口
３
，

５
８
２
人（
男
１
，７
８
４
、女
１
，

７
９
８
）。
／
こ
の
年
、
黒
山
三

滝
が
新
日
本
観
光

地
百
選
（
瀑
布
の

部
９
位
）
に
入
選
。

　
昭
和
37
壬
寅

（
１
９
６
２
）

　
１
月
　
五ご
り
ょ
う領
遺

跡
第
一
次
発
掘
調

査
／
８
月
　
越
生

梅
園
両
中
学
校
増

築
工
事
完
成
／
10

月
　
越
生
小
学
校

増
築
起
工
式
。
大

字
小
杉
に
公
民
館

梅
園
分
館
開
館
／

12
月
　
越
生
小
学

校
増
築
上
棟
式
。

　
昭
和
49
甲
寅

（
１
９
７
４
）

　
１
月
　
越
生
中

学
校
（
成
瀬
）
敷

地
内
に
武
道
館
完

成
／
４
月
　
梅
園

保
育
園
開
園
。
越

生
警
察
署
が
入
間

郡
坂さ
か
ど
ま
ち

戸
町
に
移
転

し
西
入
間
警
察
署
が
発
足
。
大
字

上う
え
の野
で
越
生
幹
部
派
出
所
が
業
務

開
始
／
こ
の
年
、
35
人
乗
り
庁
用

バ
ス
購
入
。

　
昭
和
61
丙
寅
（
１
９
８
６
）

　
１
月
　
笛て
き
ほ畝
人
形
記
念
美
術
館

開
館
／
２
月
　
町
の
木
・
花
・
鳥

制
定
／
４
月
　
保
健
セ
ン
タ
ー
完

成
、業
務
開
始
。虚こ
く
う
ぞ
う
そ
ん

空
蔵
尊（
上
野
）

焼
失
。
最さ
い
し
ょ
う
じ

勝
寺
（
堂ど
う
や
ま山
）
に
田た
し
ろ代

三さ
ん
き喜
顕
彰
碑
建
立
／
こ
の
年
、
大

字
大お
お
や谷
に
囃
子
屋
台
が
完
成
。

　
平
成
10
戊
寅
（
１
９
９
８
）

　
５
月
　
大だ
い
ま満
浄
水
場
に
膜
ろ
過

装
置
完
成
／
７
月
　
上
か
み
ち
ょ
う町
山
車
小

屋
か
ら
亀か
め
だ
ぼ
う
さ
い

田
鵬
斎
書
の
幟
発
見
。

新あ
ら
じ
ゅ
く
ち
ょ
う

宿
町
山
車
３
年
ぶ
り
の
曳
行
。

　
平
成
22
庚
寅
（
２
０
１
０
）

　
２
月
　
町
制
施
行
120
周
年
並
び

に
合
併
55
周
年
記
念
式
典
。
越
生

中
学
校
体
育
館
改
修
工
事
竣
工
式

／
７
月
　
越
生
特
産
物
加
工
研
究

所
「
ゆ
ず
之
介
」
を
発
売
開
始
／

11
月
　
越
生
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト

「
う
め
り
ん
」
誕
生
　

※
参
考
　
間
々
田
和
夫
氏
作
製「
越
生
年
表
」

国指定重要文化財「絹本着色釈迦三尊及阿難迦葉像」

「越生町の木・花・鳥」制定（「広報おごせ」昭和 61年３月号）

越生町のマスコット「うめりん」誕生（「広報おごせ」平成 22年 11.12 月号）

23


